
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☐会長の時間        会長 多賀 学昭 君 

回向（祈り）について 

皆さまこんにちは。ご多

用の中ご出席ありがとう

ございます。 お彼岸が過

ぎて暑さもようやく落ち

着いてきましたが、今日は

お彼岸に因んで回向（えこ

う）についてお話させて頂

きたいと思います。 

回向という語は「回し向

ける」と書いてあるように、自分が読経、焼香、座禅、念

仏などを行じて積んだ功徳を、自分以外の人の功徳とし

て回し向け、その功徳によって無事に成仏してくださる

ように、あるいはその方が本当の心の安らぎと幸せを得

ることができるように祈ることであります。しかし元々

は、今自分が修行して積んだ功徳で将来自分が成仏でき

るように、未来に回し向けるということだったようです。

我々は念仏坊主ですから「南無阿弥陀仏」と念仏申して死

後の極楽往生を願い、人々の往生を願うことが「回向」と

いうことになりますが、学生時代に先生方からよく「回向

は決して一方通行ではないぞ」と言われました。回向には

「往相（おうそう）の回向」と「還相（げんそう）の回向」

と二通りある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「私たちがこちらから仏様を念じているときには、仏さまも

私たちの事を念じ見守ってくださるのだ」というのであります。 

その頃は生意気盛りで「南無阿弥陀仏など馬鹿らしくて信

じられるか。」というような調子でしたので、ただ「ふ～ん」と思

って聞いておりました。しかし後にまじめに念仏するようにな

ってから、こんな話を聴きました。大分の国東半島に蓮華寺

というお寺がありますが、そこの和尚さんから聞いたお話で

す。この方は昭和 12年生まれでしたが、先年 83歳で亡くな

られました。高校時代に住職であるお父さんが病死され、学

生時代はパチンコで金を稼いで学資にあてたと豪語してお

られました。本当でしょうか。それでも良く勉強されて大学院

まで出られ、国東に帰って寺を継がれました。  

 そのころ、檀家に 80 歳に近いお爺さんがおられて、大阪

にお住まいでしたがよくお寺にお参りに来ておられたそうで

す。この方は国東の生まれですが、ご自分が生まれるとき母

親のお産が非常に重く、生まれたその日のうちにお母さん

に死に別れてしまいました。父親が男手ひとつで育ててくれ

ましたがその父親も小学校 2 年生の時に亡くなって孤児の

身の上となりました。その後親戚の世話で大分の商店に丁

稚奉公しましたが、13歳の時一念発起して船で上方へ上り、

大阪の問屋で再び丁稚奉公し、やがてその働きぶりが認め

られて暖簾分けをしてもらい、戦後はそれを会社組織にして

自ら社長におさまったという、言わば立志伝中の人物であり

ます。この方は大阪で勤め始めてお休みがもらえるようにな

ると、毎年お盆と正月には山のようにお土産を買いこんで故

郷に船で帰省するのが習わしでした。あの物のない戦時中
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第 2316 回 令和 6 年 10 月 10 日プログラム 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『共に語り、共に栄え、共に未来への種を蒔こう』 

第2730地区ガバナー      笹 山  義 弘 

中部グループガバナー補佐    戸 高   勝 利 

RI会長テーマ   『ロータリーのマジック』 

第2730地区テーマ  

『ロータリーのマジックで、ロータリーを楽しもう』 

10月の月間テーマ  

  経済と地域社会の発展月間・米山月間 

７．ＢＯＸ披露  

８．委員会報告  

９．雑誌紹介 

10．会員卓話 

11．点   鐘   

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング 

  四つのテスト 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 
本日の例会案内    

＊会員卓話―櫻田祐一郎君（前回の続き） 

＊雑誌紹介―近藤真司君 

＊ポリオ BOX 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

次週10月17日は特別休会です。 

次回例会案内；10月24日（第2317回） 

＊外部卓話―高鍋町教育長 奥村昌美様 

＊ポリオ BOX  ＊例会終了後プログラム委員会 

第 2315回 例会内容（10/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



でも何とかお土産を調達して帰ってこられ、寺参り、墓参りを

済ませ、親戚知り合いを一軒一軒訪ねてご挨拶を欠かさな

かったそうです。それがもう何十年も続いておりました。 

 実はそれには目的があり、そうやって親戚知り合いを訪問

しながら「どこかに母の写真が残ってはいないだろうか。」と

探しておられたのです。「記念写真の大勢の中の豆粒のよう

な顔でもいい。母がどんな顔の人だったか知りたい。」とずい

ぶん手を尽くされましたが、とうとう一枚も見つからなかった

そうです。そのお爺さんがある日ひょっこりお寺に参ってこら

れ、座敷でお茶を飲みながら話をしていましたら急に「和尚

さん親の年忌は50年までと聞いているが本当かね。」と尋ね

られました。「そうですね。我々みたいな凡夫は、33 回忌ま

で勤めればどんな人間でもちゃんと成仏すると言われ、あと

は 50 回忌を最後の節目として勤めます。よっぽど偉い人だ

ったらあとは 50年ごとに 100回忌、150回忌と法事を勤めま

すが、まあ普通の人は 50年でおしまいですね。」と返事をし

ましたら、「そうか。親の100回忌まではとても生きてはおらん

が、ワシは死ぬまでにもう一度だけ親の年忌をしたい。負け

て 80回忌ではだめか。」と言われます。「いや年忌というもの

は毎年やっても全然かまいませんが、実際問題として毎年

寺に頼んだり、親戚を呼んだり、お布施や引き物を調えたり、

そんなことを毎年やるのは無理だから節目を決めて勤める

ので、貴方が親御さんの 80回忌をどうしても勤めたいとおっ

しゃるのであれば私は喜んでお手伝いします。」と返事した

ところ、「そうか。やってくれるか。」と大層喜んで「それでは来

年母の命日に父母の法要を頼む。」と約束して帰られました。 

 さて翌年の母親の命日に、この方は家族親戚、従業員一

同引き連れてお寺に参詣され、盛大に80回忌の法要を営ま

れてその後はお寺のお座敷で大宴会となりました。何しろお

母さんの命日と自分の誕生日は一緒です。大層なご機嫌で

住職の前にあいさつに来られ「いやあ和尚本当にありがとう。

ワシはもうこれで思い残すことはないよ。今日は本当に良か

った。」と喜ばれました。「だけどなあ和尚。ワシも今日まで長

生きしていろんな経験をさせてもらったが、未だに腑に落ち

ないことが一つだけあるんじゃ。」「はあ何でしょうか。」「いや

実は貴方も知っている通り、ワシは自分が生まれたその日に

母親に死なれたまことに運のない男で、母のおっぱいを飲

んだことも、抱っこしてもらったことも、おしめを替えてもらっ

たこともない。写真もとうとう見つからずどんな顔の人だった

かも分らない。考えてみればワシは生まれ落ちたその日から

母親とは何一つ縁のない哀れな人間だが、そのワシが80歳

になろうと言う今日までなぜこんなに母が恋しいのかなあ。」 

 さあ若い和尚は返事に困りました。そこで考え考えこう答え

たそうです。「生まれてくる前でも十月十日はお母さんの胎

内にいらっしゃったのだから、無意識のうちに母のぬくもり、

安らぎを覚えていらっしゃると思います。そして人間には考

える力があるから、友達のうちにはお父さんとお母さんがい

て友達が甘えたり叱られたりする姿を見聞きするたびに「どう

してうちにはお母さんがいないのだろう」と余計に悲しい思

いがつのったこともあるかと思います。でも、もう一つ考えて

みると、お母さんのいない幼少期を過ごされた貴方も悲しい

辛い思いをされたと思うけれど、わが子を産んだその日のう

ちに死んでいかなければならなかったお母さんの思いはど

うだったでしょうか。抱いてやることもできず、おっぱいを含

ませることもできず、おしめを替えてやることもできずこの世

を去って行かなければならないお母さんはきっと後ろ髪をひ

かれる思いだったのではないでしょうか。ひょっとしたら貴方

の行く末を案じるお母さんの念が、ずっとお浄土の方からは

たらいてくださって、それがあなたにお母さんを慕わせる力

となって今日まで貴方を導いてくださったのではないでしょう

か。」「俺は本当に作り出し、作り出し言った。」和尚さんはそ

う言っておられました。（以下略） 

 

 

☐幹事報告         幹事 坂田 師通 君 

＜文書案内＞ 

＊能登半島豪雨災害への支援 

のお願い（〆切12/20） 

＊地区社会奉仕委員会パート 

２のご案内 

 日時 2024年11月21日 

（木）18：00～20：30 

 場所 鹿児島市キャバルボ 

 会費 5,000円 

 

 

 

☐月初めのセレモニー 

❤お誕生日おめでとうございます❤ 

 

  図師君  井上君  長谷川君  後藤君  岡部君 

 

 

傘寿祝い  ❤結婚記念おめでとうございます❤ 

 図師君             長濵君 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☐米山月間卓話    R財団・米山委員会 

           副委員長 岩本 正志 君 

 

＊2024-25 豆辞典 

 

＊米山寄付金 

 

＊決算報告 

 

 

 

 

 

☐ＢＯＸ披露   親睦活動委員長 福岡 直樹 君 

＜ニコニコ・財団・米山BOX＞ 

【多賀学昭君】9月17日中学校 

の英語弁論大会で中学生達 

の堂々とした英語の発表に 

感動しました。10月1日は 

高鍋町の第57回高鍋町福 

祉大会で当クラブが表彰の 

栄誉に浴し中武功見福祉会 

長から賞状を頂きました。 

【井上博功君】誕生日のお祝いありがとうございます。 

【図師義孝君】誕生日のお祝いのお返しとして。ありがと 

うございます 

【長濵博君】結婚記念祝いのお礼として。ありがとうござ 

います。 

 

☐出席報告      出席委員長 児玉 幸則 君 

 

 

出席状況（10/3）        

会  員  数 38名 

出 席 会 員 数 25名 

ホーム出席率 67.57％ 

修正出席率 86.49％ 

 

 

 

第 58回「町民の日」記念式典 

第 57回 高鍋町社旗福祉大会 

       福祉関係表彰での受賞 

   
 

 

 

 

     

 

 

   
ソングリーダー       ピアノ演奏 

   川上幸子君         森幸子さん 

 

 

 テーブルの花          

   カーネーション 

 

 

 

 四つのテスト  

  
      言行はこれに照らしてから  
      １、真実かどうか 

      ２、みんなに公平か 

      ３、好意と友情を深めるか 

      ４、みんなのためになるかどうか 

 

 

 

 
本日の食事 

        ぐらんま亭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


